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【表紙 ：元気に返事！ 『厚沢部小学校入学式』 より～関連記事頁】

希望に満ちた春の日を迎える！希望に満ちた春の日を迎える！
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町
長
室
床
を
無
償
で
修
繕

 
㈲
石
田
建
設
に
感
謝
状
を
贈
呈

▲渋田町長と石田社長で記念撮影

　

４
月
13
日

（水）
、
町
は
町
長
室
床

の
修
繕
を
無
償
で
行
っ
た
㈲
石
田

建
設
（
石
田
貞
雄
社
長
）
へ
感
謝

状
を
贈
り
ま
し
た
。
渋
田
町
長
は

「
床
が
傷
ん
で
お
り
前
か
ら
気
に

な
っ
て
い
た
。
今
回
綺
麗
に
直
し

て
い
た
だ
き
、
快
く
来
庁
者
を
迎

え
入
れ
る
こ
と
が
で
き
る
。
大
変

あ
り
が
た
い
。
」
と
感
謝
の
気
持

ち
を
伝
え
、
石
田
社
長
に
感
謝
状

を
手
渡
し
ま
し
た
。

①
政
策
推
進
課
政
策
推
進
係

　（
北
海
道
か
ら
派
遣
）

②
札
幌
市

③
ゲ
ー
ム
、
野
球
観
戦

④
パ
ー
ク
ゴ
ル
フ
⑤
七
転
び
八
起
き

⑥
色
々
な
こ
と
に
チ
ャ
レ
ン
ジ
し
て

い
る
。
空
気
が
お
い
し
い
。

⑦
「
北
海
道
庁
か
ら
派
遣
で
来
ま
し

た
。
厚
沢
部
町
の
魅
力
的
な
部
分
を

い
っ
ぱ
い
知
り
、
い
ち
早
く
町
の
一

員
に
な
れ
る
よ
う
一
生
懸
命
頑
張
り

ま
す
。
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。」

山
やまざき

﨑　弘
ひろたか

貴（25 歳）

★質問項目
①所属
②出身
③趣味
④特技
⑤座右の銘
⑥厚沢部の印象
⑦町民の皆様へ
一言

　
採
用
職
員

       

紹
介

令
和
４
年
度

①
保
健
福
祉
課
健
康
増
進
係

②
厚
沢
部
町

③
バ
レ
ー
ボ
ー
ル

④
音
楽
鑑
賞

⑤
初
志
貫
徹

⑥
自
然
豊
か
で
空
気
が
き
れ
い
な
町

⑦
「
地
元
、
厚
沢
部
町
に
戻
り
、
仕

事
が
で
き
る
こ
と
を
と
て
も
嬉
し
く

思
い
ま
す
。
精
一
杯
頑
張
り
ま
す
の

で
、
ど
う
ぞ
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま

す
。」

笹
ささもり

森　志
しほ

穂（23 歳）

①
住
民
税
務
課
課
税
収
納
係

　
兼
生
活
安
全
係

②
江
差
町

③
絵
描
き
、
飼
育
・
栽
培
、
読
書

④
絵
描
き
⑤
一
蓮
托
生
⑥
芋
と
山

⑦
「
厚
沢
部
町
出
身
で
は
あ
り
ま
せ

ん
の
で
、
町
の
こ
と
は
ま
だ
ま
だ
分

か
ら
な
い
こ
と
が
た
く
さ
ん
あ
り
ま

す
。
ま
た
、
社
会
人
と
し
て
も
未
熟

で
す
の
で
不
安
な
こ
と
が
た
く
さ
ん

あ
り
ま
す
が
、
厚
沢
部
町
職
員
と
し

て
精
一
杯
頑
張
り
ま
す
の
で
よ
ろ
し

く
お
願
い
し
ま
す
。」

山
やまだ

田　蒼
そら

良（18 歳）

①
保
健
福
祉
課
こ
ど
も
園
係

　
（
認
定
こ
ど
も
園
は
ぜ
る
保
育
教
諭
）

②
七
飯
町

③
野
球
観
戦

④
す
ぐ
に
寝
れ
る
事

⑤
明
日
は
明
日
の
風
が
吹
く

⑥
白
米
が
美
味
し
い

⑦
「
仕
事
を
覚
え
て
、
職
場
の
役

に
立
て
る
よ
う
に
頑
張
り
ま
す
の

で
、
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。」

阿
あべ

部　珠
たまき

貴（52 歳）

教
育
関
連
の
事
業
に
と
１
０
０
万
円
を
寄
附

 

㈱
高
橋
建
設
に
感
謝
状
を
贈
呈

　

４
月
19
日

（火）
、
町
は
「
教
育
関

連
の
事
業
に
役
立
て
て
ほ
し
い
」

と
１
０
０
万
円
を
町
に
寄
附
し
た

㈱
高
橋
建
設
（
高
橋
千
尋
社
長
）

へ
感
謝
状
を
贈
り
ま
し
た
。
渋
田

町
長
は
「
今
回
で
８
回
目
と
な
る

寄
附
。
毎
年
寄
附
し
て
い
た
だ
き

本
当
に
あ
り
が
た
い
。
子
ど
も
た

ち
の
成
長
の
た
め
に
有
効
活
用
さ

せ
て
い
た
だ
く
」
と
感
謝
の
気
持

ち
を
伝
え
、
高
橋
社
長
に
感
謝
状

を
手
渡
し
ま
し
た
。

▲渋田町長と高橋社長で記念撮影

　
厚
沢
部
駐
在
所
長
が
着
任

　

町
内
３
地
区
に
あ
る
駐
在
所
。
各
駐
在
所
長
は
地
域
住
民
の
安
心
・
安

全
を
守
る
た
め
目
を
光
ら
せ
て
い
ま
す
。
今
号
で
は
４
月
１
日
、
新
た
に

厚
沢
部
駐
在
所
長
に
着
任
さ
れ
た
和
田
一
志
さ
ん
を
紹
介
し
ま
す
。

『特殊詐欺にはご注意を！』

和
わだ

田 一
かずし

志さん（59）

厚沢部駐在所長

【
自
然
豊
か
な
町
】

　

今
金
町
出
身
の
和
田
所
長
。
厚

沢
部
町
の
印
象
に
つ
い
て
「
自
然

豊
か
で
と
て
も
の
ど
か
な
町
。
今

金
町
と
雰
囲
気
が
似
て
い
て
と
て

も
居
心
地
が
い
い
」
と
語
り
ま
し

た
。
ア
ウ
ト
ド
ア
や
自
然
散
策
が

趣
味
で
「
太
鼓
山
や
レ
ク
の
森
な

ど
を
散
策
し
、
自
然
を
満
喫
し
た

い
」
と
厚
沢
部
町
で
や
り
た
い
こ

と
を
話
し
て
く
れ
ま
し
た
。

【
駐
在
所
勤
務
に
や
り
が
い
を
感
じ
る
】

　

前
任
地
は
江
差
警
察
署
で
、
過

去
に
は
遠
軽
町
で
駐
在
勤
務
が
あ

り
、
駐
在
所
勤
務
の
魅
力
に
つ
い

て
「
地
域
の
方
々
と
と
て
も
距
離

が
近
く
、
深
く
関
わ
る
こ
が
で
き

と
て
も
や
り
が
い
を
感
じ
る
」
と

話
し
て
く
れ
ま
し
た
。最
後
に
「
特

殊
詐
欺
に
あ
わ
な
い
た
め
に
、
怪

し
い
な
と
思
っ
た
ら
ま
ず
は
相
談

を
！
」
と
注
意
を
呼
び
掛
け
ま
し

た
。

　

町
民
の
皆
様
、
こ
の
度
４
月
１

日
付
を
も
ち
ま
し
て
副
町
長
に
就

任
い
た
し
ま
し
た
佐
藤
で
す
。

　

平
成
28
年
３
月
に
役
場
を
定
年

退
職
、
再
任
用
を
経
て
、
檜
山
町

村
会
事
務
局
長
と
し
て
勤
務
し
て

お
り
ま
し
た
。
役
場
を
離
れ
て
か

ら
６
年
ぶ
り
の
古
巣
勤
務
と
な
り

ま
す
。

　

こ
の
間
、
厚
沢
部
町
も
高
齢
化

や
人
口
減
少
が
進
み
ま
し
た
が
、

重
点
道
の
駅
の
整
備
や
保
育
園
留

学
な
ど
新
し
い
取
り
組
み
も
進
ん

で
お
り
ま
す
。

　

も
と
よ
り
微
力
で
は
ご
ざ
い
ま

す
が
、
厚
沢
部
町
の
さ
ら
な
る
発

展
と
、
町
民
の
皆
様
が
少
し
で
も

明
る
い
未
来
を
描
け
る
よ
う
に
、

職
員
と
一
丸
と
な
っ
て
ま
ち
づ
く

り
に
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
の

で
、
何
卒
よ
り
一
層
の
ご
指
導
ご

協
力
を
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し

ま
す
。

副
町
長
に
佐
藤
氏
就
任佐

さとう

藤 正
まさひで

秀 氏（66）

●
自
己
紹
介

出
身
地
…
字
相
生

趣
味
…
ス
ポ
ー
ツ
観
戦

厚
沢
部
の
良
い
と
こ
ろ

　

…
水
道
水
が
お
い
し
い

座
右
の
銘
…
至
誠
通
天

町
民
の
皆
様
へ
ご
挨
拶

軽自動車税の納期限は

５月２日（月）

忘れずにお支払いを！

新新
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★
少
子
高
齢
化
社
会
の
も
と

イ
キ
イ
キ
と
し
た
町
の
実
現

敬
老
福
祉
年
金
支
給
事
業

（
１
５
６
０
万
円
）

敬
老
事
業

（
４
０
５
万
円
）

老
人
福
祉
施
設
措
置
費
事
業

（
４
０
９
６
万
円
）

生
活
支
援
寮
維
持
管
理
事
業

（
１
４
３
９
万
円
）

高
齢
者
生
活
支
援
事
業

（
５
１
６
６
万
円
）

重
度
心
身
障
害
者
医
療
給
付
事
業

（
１
２
４
１
万
円
）

ひ
と
り
親
家
庭
等
医
療
給
付
事
業

（
２
１
３
万
円
）

障
害
者
自
立
支
援
給
付
事
業

（
１
億
８
５
８
２
万
円
）

障
害
者
自
立
支
援
医
療
給
付
事
業

（
１
５
８
４
万
円
）

放
課
後
児
童
特
別
対
策
事
業

（
４
１
１
万
円
）

認
定
こ
ど
も
園
保
育
料
等
助
成

（
１
４
４
万
円
）

脳
疾
患
救
急
搬
送
特
別
支
援
事
業

（
４
４
０
万
円
）

母
子
保
健
事
業

（
２
９
２
万
円
）

不
妊
治
療
助
成

（
１
８
７
万
円
）

健
康
増
進
事
業（

１
５
７
５
万
円
）

令
和
４
年
度

ま
ち
づ
く
り
予
算

　

令
和
４
年
度
『
厚
沢
部
町
一
般
会
計
予
算
』
に
つ
い
て
、
主
な
施
策
の
事
業
費
を

『
第
６
次
厚
沢
部
町
総
合
計
画
基
本
構
想
』
の
分
類
ご
と
に
紹
介
し
ま
す
。

 歳入総額　43 億 9000 万円

  歳出総額　43 億 9000 万円

≪グラフ・用語の解説≫
【歳入】

（A）依存財源／国や道の決定や割当て

に基づいて入ってくるお金のこと。

（B）自主財源／地方公共団体が自主的

に調達できるお金のこと。

【歳出】

（A）義務的経費／人件費（給与等）、

扶助費（各種福祉政策の給付等）、公

債費（地方債の返済）のような性質上

容易に削減できない経費のこと。歳出

に占めるこれらの割合が高くなれば、

財政が硬直化しているということで、

「ゆとり」がないことを示す。

（B）投資的経費／道路、公園、学校等

公共施設の建設のような資本形成や

ストックの増加につながる経費のこ

と。

道支出金（Ａ）

2億 9098 万 4 千円（6.6％）

地方交付税（Ａ）

22 億 5500 万円（51.4％）

町税（Ｂ）

3億 9244 万 9 千円（8.9％）

（Ａ）依存財源＝ 74.7％
（Ｂ）自主財源＝ 25.3％

繰入金（Ｂ）

4億 4031万 8千円（10.0％）

町債（Ａ）

2億 7850 万円（6.3％）

使用料及び手数料（Ｂ）

9520 万 3 千円（2.2％）

分担金及び負担金（Ｂ）

5537 万 1 千円（1.3％）

その他（Ｂ）

1億 2633 万 3 千円（2.9％）

地方譲与税等（Ａ）

1億6432万円6千円（3.8％）

国庫支出金（Ａ）

2億 9151 万 6 千円（6.6％）

人件費（Ａ）

7億 8586万 8千円（17.9％）

扶助費（Ａ）

3億 3901 万 7 千円（7.7％）

公債費（Ａ）

5億 4133万 1千円（12.3％）

普通建設事業費（Ｂ）

2億 2538 万 1 千円（5.1％）
（Ａ）義務的経費＝ 37.9％
（Ｂ）投資的経費＝ 5.1％
（Ｃ）その他経費＝ 57.0％

補助費等（Ｃ）

7億 9217万 4千円（18.2％）

物件費（Ｃ）

8億 2549万 8千円（18.8％）

繰出金（Ｃ）

6億 7344 万（15.3％）

その他（Ｃ）

2億 729 万 1 千円（4.7％）

予
防
接
種
事
業（

１
３
７
７
万
円
）

乳
幼
児
・
児
童
生
徒
医
療
費
助
成

（
１
１
４
２
万
円
）

学
校
給
食
費
助
成（

４
８
７
万
円
）

★
町
の
貴
重
な
資
源
で
あ
る

人
づ
く
り
の
充
実

英
語
指
導
助
手
招
致
事
業

（
５
３
６
万
円
）

学
力
向
上
対
策
事
業

（
３
１
４
万
円
）

児
童
生
徒
就
学
援
助
・
奨
励
事
業

（
６
７
４
万
円
）

館
城
跡
管
理
・
保
存
整
備
事
業

（
１
１
０
０
万
円
）

創
造
の
翼
中
学
生
研
修
派
遣
事
業

（
４
１
５
万
円
）

芸
術
文
化
の
あ
っ
さ
ぶ
推
進
事
業

（
８
３
万
円
）

土
橋
自
然
観
察
教
育
林
管
理
事
業

（
１
９
９
万
円
）

★
足
腰
が
強
く
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
が

起
こ
せ
る
産
業
の
育
成

素
敵
な
過
疎
の
ま
ち
づ
く
り
事
業　
　

（
１
７
２
３
万
円
）

地
域
お
こ
し
協
力
隊
事
業

（
１
７
１
８
万
円
）

公
営
塾
運
営
事
業（

９
３
２
万
円
）

ふ
る
さ
と
納
税
推
進
対
策
事
業

（
１
９
５
６
万
円
）

ふ
る
さ
と
定
住
促
進
事
業

（
３
０
０
万
円
）

中
山
間
地
域
等
直
払
交
付
金
事
業

（
５
４
２
１
万
円
）

農
業
共
済
掛
金
助
成

（
１
２
０
０
万
円
）

明
暗
渠
整
備
等
町
単
独
補
助
事
業

（
９
０
１
万
円
）

環
境
保
全
型
直
払
交
付
金
事
業

（
２
０
０
万
円
）

農
道
整
備
等
事
業

（
６
８
９
万
円
）

道
営
農
地
整
備
事
業

（
３
１
１
６
万
円
）

農
地
耕
作
条
件
改
善
事
業

（
３
５
０
２
万
円
）

多
面
的
機
能
支
払
交
付
金
事
業

（
７
２
８
８
万
円
）

基
幹
水
利
施
設
管
理
事
業

（
２
３
１
７
万
円
）

農
業
後
継
者
育
成
事
業

（
１
７
６
万
円
）

有
害
鳥
獣
駆
除
等
対
策
事
業

（
１
１
９
５
万
円
）

豊
か
な
森
づ
く
り
推
進
事
業

（
１
１
１
１
万
円
）

町
有
林
撫
育
管
理
事
業

（
３
５
１
８
万
円
）

重
点
道
の
駅
整
備
事
業

（
７
１
５
０
万
円
）

中
小
企
業
振
興
対
策
事
業

（
１
３
６
万
円
）

商
工
会
運
営
費
補
助
事
業

（
６
２
９
万
円
）

観
光
協
会
運
営
費
補
助
事
業

（
６
０
１
万
円
）

う
ず
ら
温
泉
施
設
指
定
管
理
事
業

（
３
０
５
６
万
円
）

持
家
建
設
促
進
等
奨
励
事
業

（
１
０
０
０
万
円
）

★
「
住
み
た
い
」「
戻
り
た
い
」

★
「
関
わ
り
た
い
」
と
思
え
る

　

 

よ
う
な
魅
力
の
構
築
・
発
信

★
町
民
が
安
心
で
安
全
に

暮
ら
し
続
け
る
町
の
実
現

生
活
維
持
路
線
バ
ス
運
行
費
助
成

（
１
２
４
１
万
円
）

街
路
灯
設
置
及
び
電
気
料
助
成

（
２
８
９
万
円
）

再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
推
進
事
業　

（
９
９
９
万
円
）

合
併
浄
化
槽
設
置
等
整
備
事
業　

（
１
０
２
９
万
円
）

★
行
政
改
革
の
さ
ら
な
る
推
進
と

　

町
民
の
ま
ち
づ
く
り
へ
の

　
参
画
・
参
加
促
進

職
員
研
修
事
業

（
１
６
８
万
円
）

会 計 区 分
４ 年 度
当 初
予 算 額

３ 年 度
当 初
予 算 額

比 較

増　減　額 増　減　率

一 般 会 計 4,390,000 4,295,000 95,000 2.2

特

別

会

計

国 保 会 計 558,429 578,486 △20,057 △3.5

後期高齢者
会　　　計

73,302 71,400 1,902 2.7

介
護
保
険
会
計

保　　険

事業勘定
695,215 695,925 △710 △0.1

サービス

事業勘定
2,680 2,647 33 1.2

簡 易 水 道
会　　 計

442,836 419,480 23,356 5.6

集 落 排 水
会　　 計

131,725 152,923 △ 21,198 △ 13.9

計 1,904,187 1,920,861 △ 16,674 △ 0.9

病 院 会 計 605,049 518,675 86,374 16.7

※一般会計の増額要因は保育園留学事業等のため
※特別会計の減額要因は集落排水会計 下水道管移設事業のため

★予算の概要★ （単位：千円・％）

ー令和４年度　厚沢部町一般会計等予算ー

保
育
園
留
学
事
業（

３
６
８
３
万
円
）

町
道
維
持
管
理
事
業

（
１
８
３
３
万
円
）

道
路
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
事
業

（
４
４
６
９
万
円
）
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４
月
６
日

（水）
、
町
立
厚
沢
部
小
、
鶉
小
、
館
小

学
校
の
入
学
式
が
一
斉
に
行
わ
れ
、
３
校
合
わ
せ

て
24
名
の
新
一
年
生
が
学
び
舎
に
初
登
校
し
、
希

望
に
満
ち
た
春
の
日
を
迎
え
ま
し
た
。
厚
沢
部
小

学
校
（
松
村
浩
良
校
長
）
で
は
、
保
護
者
が
見
守

る
中
、
15
人
の
新
１
年
生
が
入
場
。
歩
き
な
が
ら

お
父
さ
ん
・
お
母
さ
ん
に
手
を
振
っ
た
り
す
る
児

童
も
い
て
、
リ
ラ
ッ
ク
ス
し
た
様
子
が
見
ら
れ
ま

し
た
。
な
お
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
拡
大

防
止
の
観
点
か
ら
、
来
賓
の
出
席
は
な
く
式
は
行

わ
れ
ま
し
た
。

24
名
が
希
望
に
満
ち
た

　

春
の
日
を
迎
え
る

　
　

町
内
小
学
校
入
学
式

▲記念撮影でも緊張せずにリラックスした様子でした。
▲新一年生へ商工会女性部から「交通安全お守りのフクロ　
　ウ」が送られました。毎年ありがとうございます！

▲先生の話をしっかり聞く新入生たち。

　

４
月
17
日

（日）
、
令
和
４
年
度
厚
沢
部
町
消
防
団
（
木
村
秀

喜
団
長
）「
春
の
実
践
訓
練
」
が
厚
沢
部
消
防
署
前
等
で
行

わ
れ
、
約
60
名
の
消
防
団
員
が
参
加
し
ま
し
た
。
こ
の
日
は

小
隊
訓
練
や
ポ
ン
プ
車
操
法
訓
練
、小
型
ポ
ン
プ
操
法
訓
練
、

新
団
員
礼
式
訓
練
が
行
わ
れ
、
全
団
員
が
本
番
さ
な
が
ら
の

訓
練
に
取
り
組
み
ま
し
た
。
木
村
団
長
は
冒
頭
、
参
加
し
た

消
防
団
員
へ
「
最
近
町
内
で
も
火
災
が
発
生
し
た
が
、
こ
れ

か
ら
更
に
火
災
が
発
生
し
や
す
い
時
期
を
迎
え
る
た
め
気
を

引
き
締
め
て
ほ
し
い
。」
と
訓
示
を
行
い
ま
し
た
。

素敵な過疎のまちのあゆみ

　

４
月
15
日

（金）
、
檜
山
南
部
立
茎
ア
ス
パ
ラ
ガ
ス
生
産
組
合
（
町

内
45
戸
）
根
津
貴
浩
組
合
長
（
赤
沼
町
）
が
立
茎
グ
リ
ー
ン
ア

ス
パ
ラ
ガ
ス
の
春
芽
収
穫
状
況
な
ど
の
報
告
の
た
め
渋
田
町
長

を
訪
れ
ま
し
た
。
根
津
組
合
長
は
大
雪
の
影
響
も
あ
り
、
春
芽

の
収
量
は
例
年
よ
り
低
調
。
た
だ
、
味
や
品
質
は
例
年
通
り
の

出
来
で
と
て
も
安
堵
し
て
い
る
」
と
語
り
ま
し
た
。
渋
田
町
長

は
「
グ
リ
ー
ン
ア
ス
パ
ラ
は
も
っ
と
も
っ
と
稼
げ
る
作
物
。
町

の
基
幹
作
物
と
し
て
今
後
の
収
量
増
加
を
期
待
し
て
い
ま
す
」

と
激
励
し
ま
し
た
。

ア
ス
パ
ラ
栽
培

 

春
芽
の
近
況
を

　

渋
田
町
長
へ
報
告

▲旬の味をぜひご賞味ください！

安
心
安
全
の
た
め

　

町
消
防
団
が

　
　

実
践
訓
練
実
施

　

３
月
27
日

（日）
、
「
春
の
道
の
駅
あ
っ
さ
ぶ
フ
ェ

ア
」
が
道
の
駅
あ
っ
さ
ぶ
で
開
催
さ
れ
、
明
治
安

田
生
命
に
よ
る
健
康
チ
ェ
ッ
ク
や
初
お
披
露
目
と

な
っ
た
『
お
ら
い
も
焼
き
』
が
来
場
者
へ
無
料
で

配
布
さ
れ
ま
し
た
。
お
ら
い
も
焼
き
は
あ
ん
こ
と

ク
リ
ー
ム
の
２
種
類
が
用
意
さ
れ
て
お
り
、
ど
ち

ら
も
人
気
で
大
好
評
。
今
後
様
々
な
機
会
で
登
場

す
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
の
で
お
楽
し
み
に
！
な

お
、
今
事
業
は
明
治
安
田
生
命
相
互
会
社
か
ら
贈

呈
さ
れ
た
健
康
増
進
イ
ベ
ン
ト
協
賛
金
を
活
用
し

行
わ
れ
ま
し
た
。

お
ら
い
も
焼
き
を
初
披
露

　

明
治
安
田
と
連
携
し

　
　

春
の
フ
ェ
ア
を
開
催
！

▲おらいも焼きの配付におらいも君も駆け付けました！そっくり！

▲３月 15 日（火）、「道の駅あっさぶ健康増進イベント」協
　賛金目録贈呈式が行われ、明治安田生命保険相互会社函
　館支社石竹健司支社長から観光協会尾山浩崇事務局長へ
　目録が手渡されました。

▲多くの方が健康チェックを行いに来てくれました！

ギ
ネ
ス
挑
戦
用
の

 

メ
ー
ク
イ
ン
の

  

い
も
植
え
を
実
施

▲ジャンボコロッケ世界一ポーズで記念撮影！

　

４
月
20
日

（水）
、
認
定
こ
ど
も
園
は
ぜ
る
し
し
ま
い
組
の
年

長
園
児
た
ち
は
、
ギ
ネ
ス
挑
戦
に
使
用
す
る
あ
っ
さ
ぶ
メ
ー

ク
イ
ン
の
い
も
植
え
を
農
協
職
員
や
農
協
青
年
部
の
協
力
の

下
、
富
栄
の
圃
場
に
て
行
い
ま
し
た
。
４
グ
ル
ー
プ
に
分
か

れ
、
協
力
し
合
い
な
が
ら
「
美
味
し
く
な
ー
れ
、
美
味
し
く

な
ー
れ
」
と
気
持
ち
を
込
め
な
が
ら
優
し
く
植
え
て
い
き
ま

し
た
。
な
お
、
昨
年
度
新
型
コ
ロ
ナ
の
影
響
で
延
期
し
て
い

た
「
あ
っ
さ
ぶ
メ
ー
ク
イ
ン
ジ
ャ
ン
ボ
コ
ロ
ッ
ケ
ギ
ネ
ス
世

界
記
録
に
挑
戦
」
は
７
月
頃
を
予
定
し
て
い
ま
す
。

▲消防団に興味がある方は厚沢部消防署まで！（☎ 64-3064）

素敵な過疎のまちのあゆみ
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ごめんください
保健師です

渡 邉 留 綾

誰もがかかりうる五月病

378

 ■子どもの「五月病」の主な症状

　新生活が始まったことによって子どもが受ける影響は大人が思うよりも大きいものです。

　大人よりも新しい環境やストレスへの対処の方法が上手く身についていないことがあげられます。

（１）新しい環境

　新しい環境に「早く慣れなくては」と思えば思うほど気持ちだけが焦って空回りしてストレス状態に陥り

ます。

（２）期待外れ

　期待に胸を膨らませて新生活をスタートさせたが、現実にはなかなか期待通りにいかずそのギャップに落

ち込んでしまい、やる気がなくなってしまうのです。

（３）ダラダラ生活を元に戻せない

　連休中に不規則な生活になると、休みが明けてからもなかなか元の生活には戻せず心身のバランスを崩し

てしまいがちです。

　五月病とは、新生活が始まってからゴールデンウィークに入り、長い

休みをきっかけに張り詰めた糸が切れたように一気にストレスに襲わ

れ、自分のキャパシティを超えることで心身ともに不調をきたすことで

す。新社会人の方や進級・進学で環境が変わったなど、期待感もある反面、

新しい環境へ適応することへのストレスも感じているかと思います。最

近は子どもたちの中でも五月病が見られるようになっています。今回は

子どもの五月病とは何か、その対処法についてお話ししたいと思います。

【精神症状のサイン】
●ぼーっとしていることが多くなった。

●すぐにイライラして八つ当たりするようになった。

●幼稚園や学校に行きたがらない。

●一人になりたがる。

 ■「五月病」の対処方法

 ■「五月病」の原因は？

続
・
協
力
隊
新
聞

笑
顔
で
あ
っ
さ
ぶ
V
vol.28

　

３
月
29
日

（火）
、
令
和
３
年
度
『
地

域
お
こ
し
協
力
隊
活
動
報
告
会
』

が
山
村
開
発
セ
ン
タ
ー
集
会
室
で

開
催
さ
れ
、
町
議
会
議
員
や
農
業

関
係
者
ら
約
40
名
が
参
加
し
ま
し

た
。
現
在
、
厚
沢
部
町
に
は
、
町

の
特
産
品
開
発
に
奮
闘
し
て
い
る

中
村
和
恵
隊
員
（
３
年
目
）
、
公

営
塾
で
生
徒
た
ち
の
学
力
向
上
の

た
め
奮
闘
し
て
い
る
今
野
学
隊
員

（
３
年
目
、
）
特
産
品
開
発
や
町
の

魅
力
発
信
に
奮
闘
し
て
い
る
庄
山

絢
隊
員
（
１
年
目
）
の
３
名
の
協

力
隊
員
が
在
籍
し
て
お
り
、
そ
れ

ぞ
れ
の
隊
員
か
ら
１
年
間
の
活
動

が
報
告
さ
れ
ま
し
た
。
ま
た
、
今

回
は
昨
年
12
月
に
協
力
隊
の
任
期

を
満
了
し
、
１
月
に
新
規
就
農
者

に
認
定
さ
れ
た
山
本
和
範
さ
ん

（
赤
沼
町
）
も
最
終
任
期
で
行
っ

た
活
動
を
報
告
し
ま
し
た
。

　

庄
山
隊
員
は
町
内
施
設
や
飲
食

店
等
の
紹
介
を
Ｓ
Ｎ
Ｓ
で
発
信
し

た
り
、
マ
ル
シ
ェ
等
の
イ
ベ
ン
ト

へ
の
参
加
、
農
業
体
験
や
自
然
の

豊
か
さ
な
ど
Ｕ
タ
ー
ン
し
て
改
め

て
気
づ
い
た
厚
沢
部
町
の
魅
力
に

つ
い
て
、
昨
年
11
月
に
就
任
以
降

の
活
動
内
容
を
報
告
し
ま
し
た
。

　

中
村
隊
員
は
昨
年
か
ら
進
め
て

き
た
「
あ
っ
さ
ぶ
メ
ー
ク
イ
ン
・

レ
シ
ピ
・
コ
ン
テ
ス
ト
」
の
最
優

秀
賞
作
品
を
商
品
化
し
、
８
か
月

で
８
０
０
０
個
の
販
売
を
達
成
し

た
こ
と
や
、
か
ぼ
ち
ゃ
を
使
っ
た

チ
ー
ズ
ケ
ー
キ
の
限
定
販
売
、
保

育
園
留
学
の
ア
テ
ン
ド
や
イ
ベ
ン

ト
企
画
・
運
営
の
実
施
な
ど
に
つ

い
て
報
告
し
ま
し
た
。

　

今
野
隊
員
は
昨
年
に
比
べ
生
徒

が
増
加
し
、
公
営
塾
の
需
要
も
高

ま
っ
た
こ
と
か
ら
、
英
・
数
以
外

の
３
教
科
（
国
・
社
・
理
）
も
追

加
し
、
進
学
や
就
職
な
ど
個
々
の

進
路
に
沿
い
な
が
ら
、
よ
り
細
か

い
対
応
と
フ
ォ
ロ
ー
な
ど
を
し
て

い
く
こ
と
な
ど
、
公
営
塾
の
現
状

と
こ
れ
か
ら
に
つ
い
て
報
告
し
ま

し
た
。

　

山
本
さ
ん
は
ア
ス
パ
ラ
収
穫
１

年
目
を
振
り
返
り
、
夏
芽
の
収
穫

に
と
て
も
多
く
の
時
間
が
か
か
っ

た
こ
と
や
除
雪
作
業
の
大
変
さ
な

ど
の
課
題
や
改
善
点
に
つ
い
て
報

告
し
、
発
表
の
中
で
皆
さ
ん
の
協

力
を
受
け
て
無
事
に
新
規
就
農
す

る
こ
と
が
で
き
た
こ
と
に
対
す
る

感
謝
の
気
持
ち
を
述
べ
ま
し
た
。

　

【身体症状のサイン】
●朝、自分で起きることができなくなる。

●頭痛やめまいを訴える。

●食欲がなく、食べる量が減っている。

●疲れやすく、ゴロゴロしていることが多くなった。

１：話しを聞いてあげる。

　子どもは話したいことがたくさん！５分でも 10 分でも耳を傾けて！

２：スキンシップ

　触れ合うって気持ちいい！！楽しいスキンシップでストレス軽減！

３：規則正しい生活

　「早寝、早起き、朝ごはん」が健康の第一歩！

４：身体を動かす。

　汗をかくって気持ちいい！！運動してストレス発散！

　大人も子どもも新生活は少しドキドキしますよね。でも、春を感じるこの季節は心地よさもあるかと思い

ます。無理をしすぎず、一人ひとりのリズムで新生活を気持ちよく迎えてほしいと思います。新生活を楽し

んでください。

必
要
無
く
な
っ
た
・
捨
て
る
よ

う
な
古
布
を
集
め
て
い
ま
す
！

　４月５日（火）、木間内コスモス会（東谷
道子会長・会員８名）は、手作りした「お
しりふき」（段ボール 40 箱分）を国保病院
とあっさぶ荘に寄付しました。コスモス会
では集めた古布を冬の期間を利用して、お
しりふきなどを作り、町内の施設などに配
る活動を行っています。副会長の板坂朝子
さんは「役に立ってくれれば嬉しい」と話
しました。

　４月 14 日（木）、いもっこボランティア
クラブ（三木エミ子会長・会員 12 名）はあ
ゆみ２階で町内の介護施設へ贈る「おしり
ふき」の制作を行いました。三木会長は「手
作りのおしりふきを贈り、喜んでくれたら
とてもうれしい」と話しました。作業終了後、
さっそくグループホーム巴に届けました。

いもっこボランティア
クラブ

木間内コスモス会

☆☆☆両団体では古布を集めています！古布がありましたら次までご連絡ください！☆☆☆
　　　　　●いもっこボランティアクラブ　☎０９０－６２１５－１０１４（三木）
　　　　　●木間内コスモス会　　　　　　☎６５－６６５５（野澤）

☆問合せ先☆

　　町保健福祉センター内　健康増進係　℡６４-３３１９
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北
海
道
に
も
春
が
訪
れ
ま
し
た

ね
。
今
回
は
筍
に
ま
つ
わ
る
話
を

ご
紹
介
し
ま
す
。
民
法
の
大
家
と

も
呼
ば
れ
る
学
者
先
生
の
逸
話
。

　

あ
る
春
の
日
、
先
生
の
家
の
庭

に
筍
が
生
え
て
き
ま
し
た
。
そ
こ

で
先
生
は
こ
れ
を
食
べ
よ
う
と
自

ら
こ
の
筍
を
刈
り
ま
し
た
。
す
る

と
、お
隣
さ
ん
か
ら「
そ
れ
は
う
ち

の
筍
が
土
地
を
越
え
て
そ
っ
ち
に

生
え
た
も
の
だ
！
う
ち
の
だ
よ
！

勝
手
に
刈
ら
な
い
で
お
く
れ
。」と

言
わ
れ
て
し
ま
い
ま
し
た
。

　

そ
こ
で
先
生
は
六
法
を
取
り
出

し
、「
こ
こ
を
見
て
ご
ら
ん
。【
民

法
２
３
３
条
第
４
項
（
旧
第
２

項
）
：
隣
地
の
竹
木
の
根
が
境
界

線
を
越
え
る
と
き
は
、
そ
の
根
を

切
り
取
る
こ
と
が
で
き
る
。
】私
に

は
こ
の
筍
を
刈
る
権
利
が
あ
る
の

だ
よ
。」
と
言
っ
て
、先
生
は
刈
っ

た
筍
を
美
味
し
く
食
べ
た
と
か
食

べ
な
い
と
か
…
。

　

こ
の
よ
う
に
民
法
に
は
、
生
活

に
と
て
も
身
近
な
条
文
が
あ
る
の

で
す
。
一
方
で
こ
ん
な
条
文
も
あ

り
ま
す
。【
民
法
２
３
３
条
第
１

項
：
土
地
の
所
有
者
は
、
隣
地
の

竹
木
の
枝
が
境
界
線
を
越
え
る
と

き
は
、そ
の
竹
木
の
所
有
者
に
、そ

の
枝
を
切
除
さ
せ
る
こ
と
が
で
き

る
。
】枝
が
土
地
の
境
界
線
を
越
え

た
場
合
は
、
根
と
違
っ
て
勝
手
に

切
っ
て
は
い
け
な
い
の
で
す
。
枝

は
、
切
り
方
次
第
で
は
大
き
く
価

値
を
落
と
し
て
し
ま
う
た
め
、
勝

手
に
切
っ
て
は
な
ら
ず
、
原
則
と

し
て
所
有
者
に
要
求
し
て
切
ら
せ

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
、
と
規
定
さ

れ
て
い
る
の
で
す
。

　

と
は
い
え
、
ご
近
所
間
で
は
何

も
法
を
持
ち
出
さ
ず
と
も
、
話
し

合
い
で
解
決
で
き
る
こ
と
も
多
い

で
し
ょ
う
。
ご
近
所
間
で
果
実
や

筍
の
お
す
そ
分
け
を
す
る
の
も
素

敵
で
す
ね
。

　

…
そ
う
い
え
ば
先
生
、
筍
っ
て

根
っ
こ
で
す
か
…
？

★
ご
相
談
の
ご
予
約
は

０
５
０
‐
３
３
８
３
‐
５
５
６
３
へ

【
法
テ
ラ
ス
江
差

　
　

 　

弁
護
士　

松
田　

明
子
】

法
テ
ラ
ス
通
信
通
信

～
そ
の
筍
は
誰
の
も
の
？
～

vol.122

　

国
道
周
辺
の
本
町
は
、
大
字
俄

虫
村
に
属
し
ま
す
。
明
治
時
代
の

初
め
ま
で
「
俄
虫
」
と
い
え
ば
、

今
の
上
里
が
中
心
で
し
た
。
明
治

19
年
の
鶉
山
道
開
通
を
き
っ
か
け

に
、
現
在
の
国
道
２
２
７
号
沿
い

に
市
街
地
が
形
成
さ
れ
て
い
き
ま

し
た
。 

　

昭
和
35
年
の
本
町
市
街
地
は
、

ま
だ
舗
装
化
が
進
ん
で
お
ら
ず
、

古
い
家
並
み
が
見
ら
れ
ま
す
が
、

昭
和
37
年
に
は
街
が
大
き
く
様
変

町
内
に
あ
る

に
あ
る
地
名
のの
由
来

～
本
町
～

　

雪
解
け
が
一
気
に
進
み
、
す
っ

か
り
春
模
様
に
な
り
ま
し
た
。
こ

れ
か
ら
ご
家
庭
で
も
自
家
用
の
野

菜
を
栽
培
す
る
方
も
多
い
と
思
い

ま
す
が
、
播
種
・
定
植
を
行
う
前

に
、
昨
年
は
何
を
栽
培
し
た
か
思

い
出
し
ま
し
ょ
う
。

　

同
一
の
圃
場
で
同
一
の
作
物
を

続
け
て
作
る
「
連
作
」
を
行
う
と
、

病
原
菌
や
セ
ン
チ
ュ
ウ
類
が
増
殖

し
た
り
、
土
壌
養
分
の
バ
ラ
ン
ス

が
悪
く
な
り
、
作
物
の
生
育
不
良

や
収
量
の
減
少
に
繋
が
り
ま
す
。

連
作
に
な
ら
な
い
よ
う
に
栽
培
す

る
作
物
が
何
科
で
あ
る
か
を
知
っ

て
お
く
必
要
が
あ
り
ま
す
。

　

代
表
的
な
作
物
の
科
は
次
の
通

り
で
す
。

ナ
ス
科
：
馬
鈴
薯
、
ナ
ス
、
ピ
ー

マ
ン
、
ト
マ
ト
な
ど

ア
ブ
ラ
ナ
科
：
大
根
、
白
菜
、
キ

ャ
ベ
ツ
、
ブ
ロ
ッ
コ
リ
ー
な
ど

ウ
リ
科
：
カ
ボ
チ
ャ
、キ
ュ
ウ
リ
、

ス
イ
カ
、
メ
ロ
ン
な
ど

マ
メ
科
：
大
豆
（
枝
豆
）
、
小
豆
、

エ
ン
ド
ウ
、
イ
ン
ゲ
ン
な
ど

　

連
作
に
強
い
作
物
も
あ
り
ま
す

が
、
基
本
的
に
は
馬
鈴
薯
栽
培
か

ら
翌
年
ト
マ
ト
栽
培
な
ど
へ
と
違

う
作
物
で
も
科
が
同
じ
で
あ
れ

ば
、
連
作
に
な
っ
て
し
ま
い
ま
す

の
で
、
注
意
が
必
要
で
す
。
連
作

障
害
を
避
け
る
に
は
一
般
的
に
毎

年
異
な
る
科
の
作
物
を
栽
培
す
る

「
４
年
輪
作
」
が
推
奨
さ
れ
て
い

ま
す
。
自
家
用
栽
培
で
も
毎
年
よ

い
作
物
を
収
穫
す
る
為
に
、
今
一

度
作
付
け
体
系
を
確
認
し
て
み
て

く
だ
さ
い
。

【
「
活
き
活
き
農
業
」
を
発
行
】

　

１
年
間
の
成
果
と
し
て
令
和
３

年
度
試
験
成
績
集
を
発
行
し
ま
し

た
。
当
セ
ン
タ
ー
で
調
査
し
た
５

課
題
と
土
壌
分
析
診
断
事
業
に
係

る
内
容
と
な
っ
て
い
ま
す
。
町
ホ

ー
ム
ペ
ー
ジ
に
て
掲
載
し
て
い
る

他
、
冊
子
で
も
配
布
し
て
い
ま
す

の
で
、
希
望
の
方
は
当
セ
ン
タ
ー

に
ご
連
絡
を
お
願
い
し
ま
す
。

　

【
農
業
振
興
係　

堂
下　

貴
宏
】

連
作
に
は
気
を
付
け
よ
う

活
性
化
セ
ン
タ
ー
だ
よ
り

だ
よ
り

国
民
年
金
保
険
料
の
免
除
に
つ
い
て

ね
ん
き
ん

ね
ん
き
ん
講
座
講
座

①
免
除
（
全
額
免
除
・
一
部
免
除
）

　

本
人
や
配
偶
者
、
世
帯
主
そ
れ

ぞ
れ
の
前
年
所
得
が
一
定
額
以
下

の
場
合
や
失
業
等
の
事
由
が
あ
る

場
合
に
、
保
険
料
が
全
額
免
除
ま

た
は
一
部
免
除
と
な
り
ま
す
。

※
一
部
免
除
は
、
減
額
さ
れ
た
保

険
料
を
納
め
な
い
と
「
未
納
」
と

同
等
の
扱
い
と
な
り
ま
す
。

②
若
年
者
納
付
猶
予
申
請

　

50
歳
未
満
の
方
で
、
本
人
や
配

偶
者
そ
れ
ぞ
れ
の
前
年
所
得
が
一

定
額
以
下
の
場
合
に
納
付
が
猶
予

さ
れ
ま
す
。

③
学
生
納
付
特
例
申
請

　

学
生
の
方
で
、
本
人
の
前
年
所

得
が
一
定
額
以
下
の
場
合
に
納
付

が
猶
予
さ
れ
ま
す
。

《
過
去
２
年
ま
で
遡
っ
て

　
　
　

 

免
除
申
請
が
で
き
ま
す
》

　

一
定
の
将
来
期
間
の
ほ
か
過
去

２
年
（
申
請
月
の
２
年
１
ヵ
月
前

の
月
分
）
ま
で
遡
っ
て
免
除
申
請

が
で
き
ま
す
。

　

た
だ
し
、
申
請
が
遅
れ
る
と
万

が
一
の
時
に
障
害
年
金
が
受
け
取

れ
な
い
等
の
不
利
益
が
生
じ
る
場

合
が
あ
り
ま
す
の
で
、
速
や
か
に

申
請
し
て
く
だ
さ
い
。

★
ご
不
明
な
点
等
あ
り
ま
し
た
ら

　

住
民
税
務
課
住
民
係
へ

　
　
　
　
　

☎
６
４-

３
３
１
３

　

国
民
年
金
は
、
所
得
が
少
な
い
時
や
失
業
等
に
よ
り
保
険
料
を
納
付
す

る
こ
と
が
で
き
な
い
場
合
に
、
本
人
の
申
請
に
よ
り
保
険
料
の
納
付
が
免

除
さ
れ
る
制
度
が
あ
り
ま
す
。

自
動
車
税
種
別
割

の
納
期
限
は
５
月

31

日

（火）

で

す
！

　

納
税
通
知
書
は
５
月
６
日

（金）
に

発
送
し
ま
す
の
で
お
手
元
に
届
か

な
い
場
合
は
札
幌
道
税
事
務
所
自

動
車
税
部
（
☎
０
１
１
‐
７
４
６

‐
１
１
９
０
）
に
連
絡
願
い
ま
す
。

　

な
お
、
自
動
車
税
は
金
融
機
関

や
コ
ン
ビ
ニ
エ
ン
ス
ス
ト
ア
で
納

税
で
き
る
ほ
か
、
ス
マ
ー
フ
ォ
ン

ア
プ
リ
を
利
用
し
た
決
済
方
法
に

よ
る
納
付
手
続
き
も
可
能
で
す
。

【
自
動
車
税
種
別
割
ス
マ
イ
ル
納

税
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
を
実
施
中
！
】

　

北
海
道
の
自
動
車
税
種
別
割
を

納
期
限
ま
で
に
納
税
す
る
と
、
応

援
店
で
特
典
サ
ー
ビ
ス
を
受
け
取

る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
詳
し
く
は

道
税
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
い
た

だ
く
か
、
檜
山
振
興
局
税
務
課
に

お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

★
問
合
せ
先

　

檜
山
振
興
局
税
務
課
納
税
係

　

☎
５
２
‐
６
４
７
３

★
道
税
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

　

h
t
t
p
s
:
/
/
w
w
w
.
p
r
e
f
.

h
o
k
k
a
i
d
o
.
l
g
.
j
p
/
s
m
/
z
i
m
/

i
ndex.

htm

り
し
て
い
ま
す
。「
人
の
出
入
り
が

激
し
く
、
同
級
生
も
ず
い
ぶ
ん
変

わ
っ
た
」
と
本
町
で
育
っ
た
Ｏ
さ

ん
が
教
え
て
く
れ
ま
し
た
。
左
の

３
枚
の
写
真
は
、
高
度
成
長
期
の

厚
沢
部
の
発
展
を
物
語
り
ま
す
。 

　

右
下
の
写
真
は
撮
影
年
月
日
が

特
定
で
き
る
稀
有
な
大
正
時
代
の

写
真
で
す
。
戦
争
前
の
本
町
市
街

地
の
豊
か
な
暮
ら
し
が
写
し
出
さ

れ
て
い
ま
す
。 
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図書館
新　書
情　報

おすすめ新着図書
　５月はゴールデンウィークがあります。

　この大型連休、読書はいかがでしょうか。

　今月は「こどもの日」にちなんでおすす

めの児童書をご紹介します。

「魔女のいじわるラムネ」

〔草野あきこ /ひがしちから　著〕

　後ろの席のワタルくんにい
じわるされてイヤな気分のト
モヤ。公園に来ると、ラムネ
屋と書かれた屋台を発見しま
した。屋台の魔女から「いじ
わるラムネ」をすすめられて
…。家族や友達との関わり、
モヤモヤした気持ちと向き合
う「魔女ののろいアメ」シリ
ーズ。

※５月 12 日（木）まで子ども読書週間です。読書におすすめな児童書

　特集コーナーを設置しているので、どうぞご利用ください！

●問合せ先　厚沢部町図書館　☎６４-３４３６

「まっしょうめん！４ 木刀の重み」
〔あさだりん /新井陽次郎　著〕

　ひょんなことから剣道を始
めることになった成美と、そ
の剣道仲間たちの成長を描く
青春物語。成美は初の級審査
を受けることに。審査に向け
練習を始めるが…。相手と向
き合い自分と向き合う、爽や
かな剣道小説シリーズ。

食生活
改　善
協議会

【材料 （２食分）】
玉ねぎ　 　　　　　　　　　　　　　　　 100g
オリーブオイル  　　　　   　　　　適量
ひじき　  　　　 　　　　　　　　　　  　 4g
アスパラ　　　　　 　　　　　　　　   　60g
●パン粉　　　 　　　　　　　　　　  　10g
●牛乳　　　 　 　　　　　　　おおさじ1.5
豚ひき肉　　　　 　　　　　　　　　　　200g
▲溶き卵 　   　　　　  　　　　1/3 個
▲塩コショウ 　  　　　　　　　　　　少々
バター      　  　 　　 　　　　　　適量
◆ケチャップ　　　　　　　　　　 大さじ 1
◆中濃ソース　　　　　　　　　　大さじ 1
◆マヨネーズ　　　　　　　  大さじ 1/2
アスパラ（付）　　　　　　　　　 　　　適量

今月の簡単レシピ

ゴロゴロアスパラ
バーグ

①玉ねぎはみじん切りにしオリ
　ーブオイルで炒め粗熱を取
　る。ひじきは水で戻して水気
　をきる。アスパラは長さ５㎜
　くらいの小口切りにし、●を
　合わせる。
②ボウルにひき肉を入れて練
　り、①と▲を加えて混ぜる。
　手にオリーブオイルをつけて
　２等分し、形を整える。
③フライパンにオリーブオイル
　とバターを熱し、②を入れて
　両面をしっかりと焼く。◆を
　混ぜ合わせておく。
④お皿に③と茹でたアスパラを
　盛り、混ぜ合わせた◆をかけ
　る。

　玉ねぎとアスパラ、両方のシャキシャキ

食感を楽しめるハンバーグです。

　また、豚肉とアスパラにはエネルギー代

謝をアップさせたり疲労回復に効果的な栄

養が豊富です。

食改からのコメント

【広報あっさぶは町ホームページでカラー配信しています】

子どもの写真が表紙になる！子どもの写真が表紙になる！
世界でたった一つの世界でたった一つの

広報あっさぶ広報あっさぶ
を記念に作りませんか？を記念に作りませんか？

　出生届を提出してから１年以内の町内在住の方に、記念日にち

なんだ月の『広報あっさぶ』の表紙に、写真とメッセージを入れ

た世界でたった一つの広報紙をプレゼントします★

（内容は通常の広報紙と同様で、表紙をご提出いただいた写真の

ものに変えます。１組につき１部となります。）

★写真データについて★
・写真はデータ形式で、１枚だけ提出して
　ください。広報誌は縦型なので縦撮りで
　の提出をお願いします。
・写真はＡ４サイズに引き伸ばしますので、
　画像が粗くなるのを防ぐため５００万画
　素（２ＭＢ～３ＭＢ）のデータ容量とし
　てください。
・提出された写真は、そのまま使用します。
　背景等の加工はできません。写真の上部
　と下部に文字が入りますのでご注意くだ
　さい。

★手続きの流れと申込方法★
（１）出生届を役場へ提出
（２）窓口で記念広報紙の申込用紙を受取
（３）記念広報誌の申込
　　（次のいずれかの方法）
　①記念広報紙申込書に必要事項を記入
　　し、写真データ（CD-R 等の記録媒体）
　　と共に政策推進係へ提出。
　②メールで申込をする場合は、申込書の
　　記載事項をメール本文へ入力し、写真
　　を貼付し、info@town.assabu.lg.jp へ
　　送信してください。
（４）出来上がったオリジナル表紙の記念
　　広報紙を後日郵送いたします。

申込・問合せ　政策推進課政策推進係　☎６４－３３１２

はぜるくん誕生
イメージ記念広報紙

土
橋
自
然
観
察
教

土
橋
自
然
観
察
教

育
林
連
絡
協
議
会

　

育
林
連
絡
協
議
会

　

会
員
募
集
！

会
員
募
集
！

【
協
議
会
の
目
的
】

　

土
橋
自
然
観
察
教
育
林
（
レ
ク

の
森
）
の
保
護
や
活
用
の
た
め
の

情
報
共
有
と
話
し
合
い
を
行
い
、

必
要
な
事
業
を
実
施
し
ま
す
。

【
協
議
会
の
事
業
】

（１）
会
員
相
互
の
情
報
交
換
・
連
絡

　

提
携

（２）
保
護
管
理
と
活
用
に
関
す
る
運

　

営
方
針
の
提
言

（３）
盗
掘
防
止
パ
ト
ロ
ー
ル
活
動
や

　

保
護
管
理
に
必
要
な
事
業

（４）
そ
の
他
、
本
協
議
会
の
目
的
達

　

成
に
必
要
な
事
業

　

第
１
回
協
議
会
は
５
月
下
旬
を

予
定
し
て
い
ま
す
。

　

入
会
を
希
望
さ
れ
る
方
は
、
事

務
局
ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

★
連
絡
先
★

土
橋
自
然
観
察
教
育
林

　
　
　
　
　

連
絡
協
議
会
事
務
局

政
策
推
進
課
商
工
観
光
係　

　
　
　
　
　
　
　
　

担
当
…
首
藤

☎
０
１
３
９
‐
６
４
‐
３
３
１
２

syo
ukou@

tow
n.ass

abu
.lg.j

p

700 号記念厚沢部町ワードクイズの答え！700 号記念厚沢部町ワードクイズの答え！
　先月号で掲載した「700 号記念厚沢部町ワード

クイズ」の答えは

『トラクター』
でした。

　今回のワードクイズに対し、たくさんの方から

応募いただきました。ありがとうございました。

　抽選後、10 名の方に景品（町特産品詰め合わせ）

をお送りいたしますので、

到着をお楽しみに！

　なお、当選者について

は発送をもって代えさせ

ていただきます。

【　各問題の答え　】

　●タテのキー

　１.おらいも君　　　　２.トイレ

　３.ごぼう　　　　　　５.喜多里

　６.スクール　　　　　８.ライス

　10. プロフィール　　　13. 寅

　16. 屋根

　●ヨコのキー

　１.オートキャンプ　　４.メークイン

　７.サポート　　　　　９.クジラ

　11. カフェ　　　　　　12. 富栄

　14. アユ　　　　　　　15. はぜる

新型コロナウイルス感染防止のため、次のイベントが中止となりましたのでお知らせします。
　●館城跡まつり（例年５月上旬開催）
　●うずら温泉＆稲倉石まつり　（例年６月下旬開催）
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運
転
免
許
更
新
時
講
習

令和４年３月末現在

世帯 男 女 人口 前月からの
人口増減

下地区 1,095 990 1,108 2,098（－17）

鶉地区 307 302 309 611（－9）

館地区 434 411 443 854（－1）

全 町 1,836 1,703 1,860 3,563（－27）

※外国人住民を含む

町の人口

（４月20日届出分まで）

今月の寄附件数 27件

今月の寄附金額 516千円
令和４年度

寄附件数累計 27件
令和４年度

寄附金額合計 516千円

前年度寄附金額 32,257千円

厚沢部町ふるさと納税寄附状況

（４月 21 日届出分まで）

戸籍の窓

－５月＆６月の行事＆お知らせ－

連続 ４７ 日０

令和４年４月 24 日現在

厚沢部町交通死亡事故死
ゼロ記録簿

おくやみもうしあげます

館　町　溝口　利幸さん（74 歳）03/29

滝　野　福原　マセさん（94 歳）04/01

館　町　山本　秀雄さん（83 歳）04/03

赤沼町　松橋トミヱさん（94 歳）04/04

善
意
感
謝
致
し
ま
す

●
パ
ー
ク
ゴ
ル
フ
場
へ
寄
贈

　

赤
沼
町
・
川
股
洋
子
さ
ん
か
ら

　

衣
類
・
水
筒
掛
け

　
　
　
　

５
０
，
０
０
０
円
相
当

◎
ま
な
び
っ
く

☆
５
月
10
日

（火）

◆
優
良
運
転
者
講
習

　

13
時
～
13
時
30
分

◆
一
般
運
転
者
講
習

　

14
時
～
15
時

◆
初
回
更
新
者
講
習

　

15
時
45
分
～
17
時
45
分

☆
５
月
26
日

（木）

◆
優
良
運
転
者
講
習

　

13
時
～
13
時
30
分

◆
違
反
運
転
者
講
習

　

14
時
15
分
～
16
時
15
分

５
＆

行
事

６
知
お

ら
せ

＆

　
急
遽
変
更
に
な
る
場
合
が
あ
り

ま
す
の
で
予
め
確
認
願
い
ま
す
。

５
月
の
休
日
当
番
医

　
５月の外来診療情報

北海道立江差病院
〔℡５２- ００３６〕

厚沢部町国保病院
〔℡６４- ３０３６〕

診 療 科 診 療 日

内 科

外 科

月〜金曜日
 （祝祭日は休診）

眼 科
10 日（火）・11 日（水）
24 日（火）・25 日（水）
※水曜日午後休診

受 付
時 間

午前…  8時30分〜11時30分
午後… 13時30分〜15時00分

※診療日は予定であり、医師の出張などで変更する

　場合もあります。事前に病院へご確認ください。

※眼科診療は事前に予約していない方も診療日当日

　の予約に余裕があれば、受診が可能な場合もあり

　ますので、お問い合わせください。

　　 午前… 8時00分〜11時30分（初診は9時00分〜）

　　 午後…13時00分〜14時30分

※予約受付時間（定期患者のみ）13時00分〜16時00分

※診療日は予定であり、変更になる場合もあります。

受付
時間

診 療 科 診 療 日

整 形 外 科
午前　月・火・木・金曜日
　　　　　　　　　（午前11時迄の受付)
午後　水・金曜日

循環器内科 午前　月～金曜日　午後　月・金曜日

総 合 診 療
内　　 科

午前　月～金曜日
　　　（午前11時迄の受付)
　　　（月曜日は午前10時から診療）

消化器内科
午前　水曜日（午前11時迄の受付）
　　　再診のみ、完全予約制
午後　月曜日、12.19日

呼吸器内科
午前　金曜日　
午後　木曜日

神 経 内 科 午前　6.13日

総 合 診 療
（外　　科）

午前　火～木曜日

外 科 午前　13日（午前11時迄の受付）

小 児 科
午前  月～金曜日　
午後  火と木曜日（午後3時～4時の受付）

泌 尿 器 科 午前　月～金曜日　午後　木曜日

精 神 科 午前　月～金曜日

産 婦 人 科
午前　16.17.23.24日
午後　16.23日

耳鼻咽喉科
午前　12.17.18.26.31日
　　　　　　　（午前11時迄の受付）
午後　11.25日

眼 科
午前　12.19日
　　　（予約以外の初診受付11時迄)

午後　11.18.25日

皮 膚 科 午前　火曜日

　
ピロリ菌ついて　その１

　ピロリ菌は、正式名称を「ヘリコバクター・ピロリ」
という、胃の粘膜に生息する細菌で、胃の多くの疾患の
原因となります。胃で分泌される胃酸は強い酸であり、
胃の中では通常の細菌は生存できません。しかし、ピロ
リ菌は自身が作り出すウレアーゼという酵素から自分の
周りにアンモニアを作りだし、胃酸を中和させて胃内で
生息しているのです。
　オーストラリアのウォーレンとマーシャルという２人
の医師が、１９８２年にピロリ菌を発見しました。当初
は胃内に細菌がいるという事実は懐疑的に受け止められ
ていましたが、その後ピロリ菌と胃の疾患との関連が明
らかになり、広く信じられるようになりました。当時の
常識を疑い、それを覆した研究に対する功績が認められ、
２人はノーベル賞を受賞しています。
　ピロリ菌の感染は、口から摂取することで起こると考
えられています。そして、胃内の酸性が弱くピロリ菌が
生き延びやすい乳幼児期（５歳以下）に感染することが
ほとんどと言われており、大人になってからの感染はほ
ぼ起こらない考えられます。高齢者の感染者が多く、若
年者になるにつれ感染者が激減していることから、幼少
期の生活環境（上下水道の普及など）がピロリ菌感染に
影響していると考えられています。また、感染した親か
ら幼児への食べ物の口移しも、感染の要因と考えられて
います。
　　　　　　　　　　　　　内科認定医　沼田　泰尚

当 番 医 病　院　名（電話番号）

 5月 1日（日） 勤医協診療所（52-1366）

3日（火） 上ノ国診療所（55-2017）

4日（水） 道立江差病院（52-0036）

5日（木） 乙部町国保病院（62-2331）

8日（日） 佐々木病院（52-1070）

15日（日）
厚沢部町国保病院（64-3036）

【ドラッグまるや（67-2856）】

　　22日（日） 道立江差病院（52-0036）

29日（日） 道立江差病院（52-0036）

（
受
付
時
間

：

９
時
〜
17
時
）

檜山広域行政組合消防職員採用試験について

職種 一般消防士又は救急救命士

採用消防署及び人員 厚沢部消防署　１ 名

年齢条件 平成11年４月２日から平成16年４月１日までに生まれた者

資格条件

〇高校卒業以上の学歴を有する者
〇救急救命士は、救急救命士国家試験合格者に限る
〇普通自動車運転免許第一種（MT）取得者、若しくは
　令和４年７月末までに、取得見込みの者
〇大型自動車第１種運転免許取得者、若しくは取得見込者、
　採用後個人取得可能な者

採用予定年月日 令和４年８月１日

身体・体重 おおむね身長１６５ｃｍ以上、体重５２ｋｇ以上

視力
視力両眼（矯正視力含む）で0.7以上、かつ一眼でそれぞ
れ0.3以上、色覚正常で心身健全な者

聴力 正常であること

その他 ※採用までに厚沢部町内に居住できる者

１次試験

一般消防士 救急救命士

試験内容

教養試験　9：00～11：00 （免除）

作文試験　11：15～12：15 作文試験　11：15～12：15

試験日：令和４年６月５日（日）
会　場：檜山広域行政組合消防本部　２F集会室

募集期間
５月２日（月）午前８時３０分～
５月20日（金）午後５時１５分

申込先（問合せ先）

〇檜山広域行政組合消防本部（５２－３０２６）
　〒043-0052　檜山郡江差町字茂尻町９６番地
○檜山広域行政組合厚沢部消防署（６４－３０６４）
　〒043-1113　檜山郡厚沢部町新町２０７番地

申込方法

(1)申込先の檜山広域行政組合消防本部及び厚沢部消防署
　に備付の「申込書」及び「受験票」 に必要事項を記入の
　上（写真貼付）、受験票と一緒に申込先に提出してくだ
　さい。
※郵送の場合は令和４年５月２０日（金）必着
(2)申込書は檜山広域行政組合のホームページからダウン
　ロードできます。

【ＵＲＬ：www.hiyama.or.jp】

※受験票を返送しますので、返信用の封筒も申込時に提出してください。
　返信用（特定記録郵便にて返送）定型封筒には、２４４円切手を貼り、
　郵便番号、住所、氏名を記入願います。
※試験実施に係る問合せ先：檜山広域行政組合消防本部庶務課庶務係
　　　　　　　　　　　　　　　　　　（☎０１３９－５２－３０２６）

◎
社
会
福
祉
協
議
会
へ

☆
御
香
料
の
お
礼
に
代
え
て

　

館
町
・
溝
口
寿
美
子
さ
ん
か
ら

　
　
　
　
　

１
０
０
，
０
０
０
円

いつまでもおしあわせに！

門　間　晃　樹　さん　富　栄

大　吉　萌　香　さん　北九州市　💙

★★★南部桧山清掃センターからのお知らせ★★★
５月 28 日（土）は休日のため当施設へのごみの搬入はできません。
ごみ収集カレンダーにも掲載してありますので、ご確認ください。

【問合せ先：南部桧山清掃センター（☎ 53-6301）】

悪質な訪問販売にご注意を！「怪しいな」と思ったらご相談を！
連絡先：住民税務課生活安全係　☎６４－３３１３
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あとがき
▼
７
頁
で
紹
介
し
た
、
こ
ど
も

園
は
ぜ
る
の
い
も
植
え
。
昨
年

度
新
型
コ
ロ
ナ
の
影
響
で
延

期
と
な
っ
て
い
た
、
「
あ
っ
さ

ぶ
メ
ー
ク
イ
ン
ジ
ャ
ン
ボ
コ

ロ
ッ
ケ
ギ
ネ
ス
挑
戦
」
用
の
い

も
を
植
え
ま
し
た
。
新
型
コ
ロ

ナ
の
終
息
等
の
状
況
は
読
め

ま
せ
ん
が
現
段
階
で
は
７
月

頃
の
開
催
を
考
え
て
い
ま
す
。

今
年
こ
そ
は
無
事
に
開
催
で

き
る
こ
と
を
願
っ
て
い
ま
す
。

▼
今
年
度
か
ら
、
広
報
紙
印
刷

の
業
者
が
変
わ
っ
た
こ
と
を

受
け
、
今
月
か
ら
「
広
報
あ
っ

さ
ぶ
」
の
タ
イ
ト
ル
を
変
更

し
ま
し
た
。
書
体
を
変
更
し
、

以
前
よ
り
も
コ
ン
パ
ク
ト
な

も
の
に
し
ま
し
た
。
前
回
の
タ

イ
ト
ル
は
約
17
年
に
わ
た
り

広
報
の
表
紙
を
飾
っ
て
き
ま

し
た
。
新
し
い
タ
イ
ト
ル
に

見
慣
れ
な
い
と
思
い
ま
す
が

（
筆
者
も
変
え
た
本
人
で
す
が

違
和
感
し
か
感
じ
て
い
ま
せ

ん
）
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま

す
。
▼
先
月
の
広
報
７
０
０
号

記
念
「
厚
沢
部
町
ワ
ー
ド
ク

イ
ズ
」
に
た
く
さ
ん
の
方
か

ら
ご
応
募
い
た
だ
き
あ
り
が

と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
ま
た
、

併
せ
て
広
報
に
対
す
る
感
想

や
ご
意
見
を
い
た
だ
き
ま
し

た
。
予
算
の
関
係
が
あ
っ
た

り
と
す
べ
て
の
ご
意
見
に
お

答
え
す
る
こ
と
は
難
し
い
で

す
が
、
皆
様
か
ら
頂
い
た
ご

意
見
を
大
事
に
し
、
今
後
の

広
報
製
作
に
生
か
し
て
い
き

た
い
と
思
い
ま
す
。（
え
び
）

時
と

間
き

刻 む
を

　

町
で
は
子
育
て
支
援
に
も
力
を

入
れ
て
き
て
い
て
、
平
成
31
年
４

月
に
山
々
に
囲
ま
れ
た
町
の
特
徴

を
生
か
し
、
大
自
然
の
中
で
子
ど

も
が
の
び
の
び
生
活
で
き
る
認
定

こ
ど
も
園
『
は
ぜ
る
』
を
設
立
し

ま
し
た
。

　

認
定
こ
ど
も
園
は
ぜ
る
は
移
住

者
や
地
域
住
民
が
集
い
、
多
世
代

交
流
が
で
き
る
子
育
て
支
援
拠
点

施
設
と
し
て
作
ら
れ
て
お
り
、
町

外
の
人
で
も
短
期
間
子
ど
も
を
預

け
る
こ
と
が
可
能
な
「
一
時
預
か

り
」の
制
度
を
設
け
て
い
ま
し
た
。

　

そ
う
い
っ
た
環
境
か
ら
、
移
住

体
験
を
希
望
す
る
道
外
企
業
の
方

が
、
は
ぜ
る
で
一
時
預
か
り
制
度

を
利
用
し
ち
ょ
っ
と
暮
ら
し
体
験

を
し
た
こ
と
か
ら
ヒ
ン
ト
を
得

て
、
認
定
こ
ど
も
園
は
ぜ
る
に
既

存
の
移
住
関
連
施
設
や
農
業
体
験

な
ど
の
こ
れ
ま
で
の
施
策
を
有
機

的
に
融
合
・
連
携
さ
せ
、新
た
な
子

育
て
世
代
の
関
係
人
口
を
創
出
す

る
た
め
に
『
保
育
園
留
学
』
と
い

う
取
り
組
み
が
生
ま
れ
ま
し
た
。

保育園留学事業保育園留学事業
～ 本 格 始 動 し ま す ～～ 本 格 始 動 し ま す ～

　４月７日（木）、保育園留学推進協議会（髙田一弥会長）の第１回会議が開催され、

『保育園留学』が本格始動しました。

　この保育園留学事業は、子育て家族と地域社会をつなぎ、未来を創るプログラム

です。今回は保育園留学事業について説明していきます。

　

保
育
園
留
学
と
は
、
一
時
預
か

り
制
度
を
利
用
し
て
全
国
か
ら
町

の
認
定
こ
ど
も
園
は
ぜ
る
に
留
学

し
た
い
子
育
て
世
帯
を
受
け
入

れ
、
家
族
で
１
～
３
週
間
ほ
ど
町

内
に
滞
在
し
て
も
ら
う
も
の
で

す
。
都
市
部
で
は
味
わ
う
こ
と
の

で
き
な
い
広
大
な
土
地
の
恵
み
や

地
域
と
の
つ
な
が
り
が
感
じ
ら
れ

る
体
験
を
し
て
も
ら
い
、『
保
育
園

留
学
』
を
通
し
て
、
域
外
に
開
け

た
関
わ
り
方
を
し
て
い
く
こ
と
で

長
期
的
な
関
係
人
口
を
築
い
て
い

く
こ
と
を
目
的
と
し
て
い
ま
す
。

保
育
園
留
学
事
業
誕
生
ま
で

保
育
園
留
学
と
は

　

昨
年
12
月
に
ク
ラ
ウ
ド
フ
ァ
ン

デ
ィ
ン
グ
を
実
施
し
、
目
標
金
額

を
大
き
く
上
回
る
結
果
と
な
り
ま

し
た
。
４
月
25
日
現
在
で
９
組
の

家
族
が
保
育
園
留
学
を
体
験
。「
ま

た
厚
沢
部
に
来
た
い
で
す
！
」「
次

は
冬
に
も
体
験
し
て
み
た
い
！
」

な
ど
嬉
し
い
声
が
聞
こ
え
て
い
ま

す
。
ま
た
、
既
に
申
し
込
み
は
１

０
０
件
を
超
え
て
お
り
、
新
た
な

関
係
人
口
の
創
出
に
つ
な
が
っ
て

い
ま
す
。

取
組
の
効
果
に
つ
い
て

広報あっさぶ

令和４年５月号（第 701 号）


